
第２章 授業で勝負する
第４節 授業記録を読む（付録）

この節は、以下の４項で構成しています。

■授業記録を読む「総合」■

■授業記録を読む「文学」■

■授業記録を読む「説明文」■

■明日の授業を作る■

◎「学びの共同体」を作る

◎【補説 「学びの共同体」をめざして】

◎説明文と文学の授業を作る

2014.1.1【補足】

◎「学びの共同体」と「授業のＵＤ化」で子どもたちの学びをつくる

2014.4.1【付録】

◎「島ひきおに」

2015.1.1【付録】

◎「イースター島にはなぜ森林がないのか」

← 今回の追加分です【付録】2015.1.1
◎「海のいのち」

■明日の授業を作る■

◎「海のいのち」

東京書籍「新しい国語 ６年 下」の冒頭に掲載されている文学教材です。この教材は

光村図書にもありますが、単元目標等が多少異なっていると思います 「論理」を目標に。

した文学の授業というのが実践のコンセプトです。



第６学年 国語科学習指導案
① 年 月 日(金) 第１校時2014 10 17
② 年 月 日(月) 第２校時2014 10 20
③ 年 月 日(火) 第５校時2014 10 21
④ 年 月 日(火) 第６校時2014 10 21
⑤ 年 月 日(水) 第５校時2014 10 22
⑥ 年 月 日(木) 第４校時2014 10 23
⑦ 年 月 日(金) 第１校時2014 10 24
⑧ 年 月 日(月) 第２校時2014 10 27
⑨ 年 月 日(月) 第３校時2014 10 27

(男子２名、女子４名)児童数 ６名

指導者 草尾佳秀

１ 単元名 人物の生き方を考えながら読もう

(東京書籍 小学校６年下)教材名 「海のいのち」

２ 目標

○物語に出てくる人物の関係をおさえながら読む 【読むこと】。

○物語が自分に最も強く語りかけてきたことについて考える 【読むこと】。

単元の評価規準

関心・意欲・態度 書くこと 読むこと 言語事項

○物語に興味を持ち、物 ○自分が感じたことが相 ○場面構成や人物の関係

語が自分に最も強く語 手に伝わるように、構 を手がかりに、中心人

りかけてきたことを考 成や文章表現に気をつ 物の変化を読み取り、

えながら読もうとして けてまとめている ( ) 物語が自分に最も強く。〈 1
いる。 ウ〉 語りかけてきたことを

。〈 〉とらえている ( )エ1
○物語を読んで考えたこ

とを発表し合い、自分

の考えを広げたり深め

。〈 〉たりしている ( )オ1

３ 指導について

○ 本教材では、物語の人物関係に注意して読み、心に残ったことをまとめる活動を通

して、物語が自分に語りかけてきたことを自分の言葉で表現する力をつけることをね

らいとしている。

物語は、中心となる人物である太一を軸に展開するが、太一は、父や与吉じいさな

ど、周りの人物とのかかわりの中で成長していく。人物と人物がどのようにかかわっ

ているのか、それが物語全体にどのように影響するのかに着目させ、直接的な表現だ

けでなく暗示的に示された事柄にも着目しながら、人物の心情を深く読み取ることが

できるようにしたい。

「論理的に文学作品を読む力」をテー

マに、いくつかの新しい試みに挑戦しま

す。指導案を見ていただいて、興味のあ

る時間・部分を自由にご覧ください。忙

しい時間を割いていただくのですから、

授業途中の出入りは自由にしていただい

て結構です。



これまでの学習で、作品の主題について考える学習を行っている。ここでさらに、

自分が作品から受けたものを言葉にし、自分がどのように感じたのか、その理由は何

かをまとめて伝え合うことは、児童の読みをより深めることになるだろう。また、自

分の感想や考えを、効果的に伝わるように文章にすることで、書く力の育成も期待で

きる。以上のような理由から、本教材を設定した。

○ １学期の文学教材「風切るつばさ」と「ばらの谷」では、三部構成(はじめ・中・

「 」 。 、おわり)や作品を 一文で書く 活動に焦点を当てて学習した 協同的な学びの中で

学習集団として読みの基本的なスキルは身につけてきている。

また 「ばらの谷」では、単元目標である「物語が自分に最も強く語りかけてきた、

ことをまとめる」活動に取り組んだ。しかし、表象的な読みに終始し、自分の言葉で

作品を抽象化し主題に迫ることはできなかった。

こうした実態から、１学期の学習内容を確かめる活動を組み入れつつ、ていねいに

作品の主題をとらえさせていく必要があると考える。

○ 授業は次の基本姿勢で行う。

・学習集団を育てる観点から、協同的な学びを基本とする 【授業形態】。

・学力差に鑑み、授業のＵＤ化に努める 【授業内容・方法】。

本単元では 「論理的に文学作品を読む力」を育てることがテーマになる。そのた、

めの指導のポイントとして、次の３点を重視する。

◆ポイント１◆論理的に読むための基礎･基本をおさえる

、「 」「 「 」文学作品のおもな学習課題は 中心人物の変容 因果関係 作者の主張(主題)

である。

第一段階の読み(作品の全体をつかむ)では 「１０の観点で読む 「変容の概要を、 」

つかむ(作品の三部構成を読む)」活動を行う。第二段階の読み(細部を読む)では、

「逆思考の読み 「アニマシオンゲーム(どんな順番？) 「お話の図を読み解く」活」 」

動を行う。第三段階の読み(全体を読む)では 「中心人物の変容をとらえる(逆思考、

の読み、お話の図、一文で書くを利用する) 「主題をとらえる」活動を行う。」

「１０の観点」は、作品全体をつかむために必要な観点である。文学作品の１０

の観点は、①時・場所②登場人物③中心人物④語り手⑤出来事⑥大きく変わったこ

と⑦三部構成⑧お話の図・人物関係図⑨一文で書く⑩おもしろさである。その作品

の特徴をとらえ、いくつかの観点を選択して読むことが重要である。

、「 」 。文学作品の三部構成の原理・原則は はじめ (◎中心人物の紹介・状況の説明

◎中心人物と対人物は出会っていない。)「中」(◎中心人物と対人物が出会う。◎

出来事や事件が起きる。)「おわり」(◎中心人物の変容した結果。◎抽象的なまと

めの表現。)である 「中」には 「展開部」と「山場の部」(クライマックス)が含。 、

(筑波大学附属まれる。三部構成に分けることで因果関係や変容をとらえやすくなる。

小学校・白石範孝さんの著書より要約引用)

今回は 【第２時】の授業に採り入れて実践する。、

◆ポイント２◆「逆思考の読み」を採り入れる

「逆思考の読み」とは、作品の結末から最初に向かって、問いと答えをつくり自

問自答しながら読み解いていく活動である 「うしろ読み」とも言う。。

「逆思考の読み」を行う際は、右端に中心人物の最初の状況(初めの柱)を、左端

には中心人物が変容した結果(終わりの柱)を書く。次に、終わりの柱に対する問い

と、それに対する答えを書く。さらに、出てきた答えに対する問いをつくり、答え

る。これを繰り返すことで、初めの柱の状況までたどり着く。それによって、因果



関係や物語の流れが一目で分かるようになる。

作品の初めから終わりに向かって読み解く通常の学習は、物語の概略をなぞり、

内容を確認するだけで終わってしまいがちで、論理的思考を伴わない授業である。

一方 「逆思考の読み」では 「なぜ、こうなったか」を繰り返し考えるため、論理、 、

(白石範孝さんの著書より要約引用)的に思考する訓練ができる。

今回は 【第３・４時】の授業に採り入れて実践する。教材研究段階の私の読み、

が不十分で 「逆思考の読み」をツールとして生かし切れる状態ではない。初めて、

の試みであり、子どもたちにも戸惑いがあるだろう。授業の停滞や混乱は織り込み

済みのものとして、果敢に挑戦したい。

◆ポイント３◆「しかけ」をつくる

子どもたちが楽しく「わかる・できる」授業をつくるために、教材にしかけをつ

くる。教材にしかけをつくることで、子どもたちが「話したくなる 「考えたくな」

る」授業に変えていくことができる。それによって、論理的な「話し方･聞き方、

(筑波大学附属小学書き方、読み方」を、子ども自らが学ぶようにすることができる。

校・桂聖さんの著書より要約引用)

今回は、次の３つの場面で使う。

【第５時】人物関係を図解する《図解》

本教材では、二人の登場人物の生き方や考え方が中心人物の成長に大きな影

響を与えている。それぞれの登場人物の生き方(言葉や行動)を図解し、視覚的

に示すことで、中心人物との関係を整理することができる。

【第６時】文を配置する《配置》

中心人物を表現している言葉(村一番の漁師・本当の一人前の漁師)が中心人

物の生き方を表している。中心人物が生きる場所をどこに求めているかを考え

ることによって、人物像に迫る。

【第８時】語句を置き換える《置き換え》

本教材は、中心人物の生き方が物語の題名や結末に表れており、そこから主

題を考えることができる。結末の語句を置き換えることで、キーワードから主

題を考えさせていく。

これまでに５度 「海のいのち」の授業機会があった。その間に３回、教科書会社、

や教材の位置づけが変わったこともあるが、毎回、授業のカタチを変えてきた。ある

時は作品の奥深さに押しつぶされ、ある時は迷路に入り込み、…なかなかこの作品は

。 、 、 。手強い 今回の挑戦は フルモデルチェンジと言えるほど これまでと切り口が違う

子どもたちとのラストチャレンジを楽しみたい。



４ 指導計画(全９時間)

次 時 主な学習活動 評 価 規 準 評価方法

一 物語を読んで、学習の見通しを持つ。

発言１ ○学習のねらいと流れを確かめ、初発の感想を ○物語に興味を持ち、物語の内容をとらえて、

ノート発表する。 初発の感想をまとめようとしている 【関心・。

意欲・態度】

二 物語の構成をとらえる。

発言２ ○三部構成(はじめ・中・おわり)を読み、全体 ○場面分けの仕方を理解し、文章の構成をとら

ノートの構成をとらえる。 えている 【読む】。

※登場人物、中心人物、三部構成、一文で書く

三 物語の流れをおさえ、中心人物の変化を読み取る。

ノート３ ○「初めの柱」と「終わりの柱」を決めて、逆 ○終わりの柱から問いを作り、答えを探して

発言４ 思考の読みを行う。 いる 【読む】。

ノート５ ○二人の登場人物と中心人物との関係を整理す ○中心人物が登場人物からどのような影響を受けた

発言る。 のかをつかんでいる【読む】。

ノート６ ○中心人物の生き方を考える。 ○中心人物の生き方を読み取っている【読む】。

発言

ノート７ ○「一文で書く」ことで、まとめをする。 ○中心人物の変容を踏まえて作品の全体をとらえて

発言いる【読む】。

四 強く心に残ったことをまとめる。

ノート８ ○作品の主題を考え、最も強く語りかけて ○キーワードから作品の主題を考えている 【読。

発言９ きたことについてまとめる。 む】

○物語が自分に最も強く語りかけてきたこと

を、自分の言葉でまとめている 【書く】。



５－１ 本時案（第２時） 年 月 日(月) 第２校時2014 10 20
( )目標 三部構成(はじめ・中・おわり)を読み、全体の構成をとらえることができる。1
( )展開2

学習活動 教師の指導と支援 評価

１ 前時の学習を振り返り、

焦点化本時のめあてを確認する。 á

物語を「はじめ「中「おわり」の３つの部分に分けよう」 」

○「中心人物」の原理･原則は「物語の中で最２ 登場人物を確認し、中心

も大きく変容した人物」であることをおさえ人物をとらえる。

る 。。

・場面分けの仕方を理３ 物語を３つの部分に分け ○「三部構成」の原理･原則をおさえる。

解し、文章の構成をる。 á視覚化

とらえている。○グループで話し合いながら確認を行う。

(ノート・発言)

○「一文で書く」ための文型は「 中心人物】４ 物語を一文で書く。 【

が【出来事】によって【変容する】話」であ

ることをおさえる。

５ 本時学習のまとめをす

る。



５－２ 本時案（第３・４時） 年 月 日(火) 第５校時2014 10 21
年 月 日(火) 第６校時2014 10 21

( )目標 作品の結末から問いを作り、それに対する答えを見つけることができる。1
( )展開2

学習活動 教師の指導と支援 評価

１ 前時の学習を振り返り、

焦点化本時のめあてを確認する。 á

物語の結末から問いを作り、答えを見つけよう

○中心人物(太一)の生き方や考え方が表れてい２ 「はじめの柱」と「おわ

るところを探させる。りの柱」を確認する。

３ 「おわりの柱」から問い

をつくり、それに対する答

えを探す。

・終わりの柱から問い( )「おわりの柱」から問1 ○結末の３文について、１文に１つずつ問いを

を作り、答えを探しいをつくる。 つくらせる。

ている。【 】「 、 」「 」支援 なぜ …？ …ってどういうこと？

(ノート・発言)という問いの文型を指示する。

視覚化á

共有化á

○問いに含まれるキーワードを手がかりに、答( )問いに対する答えを探2
えにあたる場面を探させる。す。

共有化á

( )答えから次の問いをつ3
くり、答えを探す。

４ 本時学習のまとめをす

る。



５－３ 本時案（第５時） 年 月 日(水) 第５校時2014 10 22
( )目標 中心人物が登場人物からどのような影響を受けたのかをまとめることができる。1
( )展開2

学習活動 教師の指導と支援 評価

１ 前時の学習を振り返り、

焦点化本時のめあてを確認する。 á

父と与吉じいさの生き方は 太一にどんな影響を与えたか ？、

○間違った人物の関係図を提示し、３人の登場２ 人物関係図を整理する。

人物の関係を確認させる。

視覚化á

○それぞれの人物の漁師としての行動が分かる３ 登場人物の生き方を見つ

ところを見つけさせる。ける。

【支援】父や与吉じいさが出てくる場面を見

つけ、本文から手がかりになる言葉

を探させる。

視覚化á

共有化á

・父と与吉じいさの生４ 父と与吉じいさの生き方 ○父と与吉じいさの漁師としての行動と、太一

き方と関連づけて、(言葉や行動)は、太一にど の行動とを関連づけてとらえさせる。

太一の行動をまとめんな影響を与えたか考え á共有化

ている。る。

(ノート・発言)

５ 本時学習のまとめをす

る。



５－４ 本時案（第６時） 年 月 日(木) 第４校時2014 10 23
( )目標 中心人物の生き方について考えることができる。1
( )展開2

学習活動 教師の指導と支援 評価

１ 前時の学習を振り返り、

焦点化本時のめあてを確認する。 á

中心人物の生き方について考えよう

○「村一番の漁師 「本当の一人前の漁師」と２ 「村一番の漁師」と「本 」

いう語を含む３つのセンテンスカードを提示当の一人前の漁師」につい

し、海面と船･瀬の主の絵に位置づけさせる。て考える。

視覚化á

３ 太一はどんな漁師なのか

考える。

○「村一番の漁師」＝海上＝１本づりの漁師、○「村一番の漁師」と「本

「本当の一人前の漁師」＝海中＝もぐり漁師当の一人前の漁師」につ

であることをおさえる。いて考える。

【支援】それぞれのセンテンスが出てくる場

面を見つけ、本文の言葉を手がかりに

考えさせる。

視覚化á

共有化á

・太一の生き方につい○太一の生き方をまとめ ○太一はどんな漁師なのかを ア イ ウ、「 」「 」「 」

て、どんな漁師かをる。 を手がかりにまとめさせる。

手がかりにまとめてá共有化

いる。

(ノート・発言)

４ 本時学習のまとめをす

る。



５－５ 本時案（第７時） 年 月 日(金) 第１校時2014 10 24
( )目標 中心人物の変容を踏まえ、作品を一文で書くことができる。1
( )展開2

学習活動 教師の指導と支援 評価

１ 前時の学習を振り返り、

焦点化本時のめあてを確認する。 á

「海のいのち」のお話を一文で書こう

視覚化２ 「一文で書く」文型を確 á

認し、第２時に書いた「一

文」を振り返る。

・二次の読みを踏まえ３ 中心人物(太一)の変容を ○逆思考の読みの過程を手がかりに 【中心人、

て 「海のいのち」を踏まえて、物語を一文で書 物 【出来事 【変容する】の内容を再検討さ】 】 、

一文で書いている。く。 せる。

(ノート・発言)á視覚化

○全体交流の中で、次の点を検討する。

【中心人物】

「父のような（父をこえる）もぐり漁師

になりたいと思っていた」ｏｒ「父のか

たきである瀬の主を殺したいと思ってい

た」

【出来事】

「与吉じいさに出会ったこと」ｏｒ「瀬

の主を海のいのちだと思うこと」

【変容する】

「瀬の主を殺さずにすんだ」ｏｒ「村一

番の漁師であり続けた」

※子どもの意見から出てこない時は、教師

から提示する。

共有化á

４ 本時学習のまとめをす

る。



５－６ 本時案（第８・９時） 年 月 日(月) 第２校時2014 10 27
年 月 日(月) 第３校時2014 10 27

( )目標 作品の主題を考え、最も強く語りかけてきたことについてまとめることがで1
きる。

( )展開2
学習活動 教師の指導と支援 評価

１ 前時の学習を振り返り、

焦点化本時のめあてを確認する。 á

作品の主題を考え、自分の言葉でまとめよう

○文章を正しく直すことで、キーセンテンス･２ 語句を置き換えた結末部

キーワードを意識させる。分を正しく直す。

視覚化á

○「１０００びきに１ぴきしかとらない→海の３ 「海のいのち」とは何か

」「 」考える いのちは変わらない 大魚はこの海のいのち

という表現を手がかりに、抽象的表現を具象

化させる。

視覚化á

○逆思考の読みの過程を手がかりに、自分の考４ なぜ太一は、巨大なクエ

えをまとめさせる。のことを誰にも話さなかっ

視覚化たのか考える。 á

【 】 、「 、支援 考えがまとめられない時は もし

話していたら…」という文を書かせ

てみる。

共有化á

・作品が最も強く語り５ 結末の太一の行動から、 ○作者・立松和平さんへの手紙のかたちで、作

かけてきたことを、作者は何を伝えているのか 品から受け取ったメッセージをまとめさせる。

自分の言葉でまとめを考え、自分の言葉でまと

ている。める。

(ノート・発言)

共有化６ 作品の主題について交流 á

する。

７ 本時学習のまとめをす

る。



授業記録




